	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（共通）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	データ型

=1:文字, =2:整数, =3:２進倍精度浮動小数点数, =4:１０進少数点, =5:BULK
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x40(D_DATA_LPOSDATA):データは、pi_posに格納されている。

=0x80(D_DATA_MALLOC)  :文字列へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ域長（バイト）
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	データ型固定時のデータ長。=0: 可変長(attr=1,5のみ)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域へのポインタ。pi_posにデータがあるときは、pi_posを指す。
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	0x80(DEF_ZOK_DATA)を除くビット>0 : データ型固定 (値はattr)
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	=D_AUX1_LOCAL_VAR
0x01
/* local var data    */

=D_AUX1_PRIVATE_VAR
0x02
/* private var data  */
=D_AUX1_PUBLIC_VAR
0x04
/* public var data   */

=D_AUX1_GLOBAL_VAR
0x08
/* global var data   */

=D_AUX1_HASHED_NAME
0x10
/* hashed name       */

=D_AUX1_FUNC_ARRY
0x20
/* function or array */
=D_AUX1_OPT_STORE
0x40
/* opt='s'           */
=D_AUX1_PROTECTED
0x80
/* cannot store data */
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	=D_AULN_NO_AL_LPOS
0x0001
/* no malloc array name */
=D_AULN_PARMINFO2
0x0002
/* データ並び */

=D_AULN_RANGE_DATA
0x0004
/* 範囲データ */
=D_AULN_IGN_CASE
0x0008
/*   */

=D_AULN_NONE_PARM
0x0010
/* 省略パラメータ */
=D_AULN_FIND_METHOD
0x0020
/*   */

=D_AULN_NAME_DATA
0x0040
/*   */

=D_AULN_DATA_NARABI
0x0080
/*   */

=D_AULN_UNDEF_ARRAY
0x0100
/*   */

=D_AULN_NULL_PARM
0x0200
/* null parameter   */

=D_AULN_SET_POS_LEAF
0x0400
/*   */

=D_AULN_FILE_POINTER
0x0800
/*   */

=D_AULN_OVERFLOW
0x1000
/*   */

=D_AULN_RANGE_INTVAL
0x2000
/* 範囲データの増分あり。

D_AULN_RANGE_DATAとペア。
これのみのときは、展開データの開始と終了 */
=D_AULN_DOT_NAME
0x4000
/*   */

=D_AULN_HOLD_ERROR
0x8000
/*   */
	

	13
	char *
	pi_paux
	４
	２６
	データ型固定時のデータ域へのポインタ。(更新用)
	

	
	
	
	
	３２
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（文字）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1:文字
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x80:文字列へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	文字コード
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	文字列長（バイト）範囲データのときは、長い方のバイト数
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	文字列長<=255のとき2、文字列長>=256のとき6
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	増分値ありのときは、増分値
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	文字列へのポインタ。文字列長=0のときは、""へのポインタ。
範囲データのときは、下限文字列＋上限文字列　領域は(長い方のバイト数+1(null終端))*2
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（整数）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=2:整数
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x40:データは、pi_posに格納されている。
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ長=4 (sizeof(long)) 範囲データのときも同じ値
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	整数データ(範囲データのときは、下限)
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	整数データ(範囲データのときは、上限)。増分値ありのときは、増分値。
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域へのポインタ。pi_posにデータがあるときは、pi_posを指す。
範囲データで増分値ありのときは、下限値＋上限値 領域の長さは、longのサイズ*2
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（２進倍精度浮動小数点数）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=3:２進倍精度浮動小数点数
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x40:データは、pi_posに格納されている。

=0x80:データ域へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ長=8 (sizeof(double))
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	２進倍精度浮動小数点数の前半部分
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	２進倍精度浮動小数点数の後半部分
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域へのポインタ。pi_posにデータがあるときは、pi_posを指す。
範囲データのときは、下限値＋上限値[＋増分値]
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（１０進小数点数）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=4:１０進少数点
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x80:データ域へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ長=sizeof(MPA)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	固定少数点時の少数点以下の桁数
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	固定少数点時の桁数
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域(MPA)へのポインタ
範囲データのときは、下限値＋上限値[＋増分値]
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（ＢＵＬＫ）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=5:ＢＵＬＫ
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x80:データ域へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	実データ長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域へのポインタ。実データ長は、データ域の最後の４バイトに入る。
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	一般変数（日付）

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	' '
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=6:日付
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x80:データ域へのポインタはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ長=sizeof(MPA)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	増分値の期間番号Y/M/D/H/NI/N/S=1/2/3/4/5/5/6
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	増分値
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	(共通)
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域(MPA)へのポインタ

範囲データのときは、下限値＋上限値[＋増分値]
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	(共通)
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	(共通)
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	(共通)
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	配列

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'A'= Mapped Array、'R'= Array
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=5
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	sizeof(tdtArrayIndex)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	配列名
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	proc/scrctのGid
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	MAPPEDARRAYのとき、スクリプト管理構造体(ScrPrCT)へのポインタ
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	配列定義構造体(tdtArrayIndex)へのポインタ
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	DEF_ZOK_DATA(0x80)ビットＯＮ：データ実体が操作対象となる。
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	本構造体へのポインタ。

(コピーされたときに、この配列が有効かをチェックするために保存する)
	

	
	
	
	
	３２
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	配列定義

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'P'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	= DEF_ZOK_BULK
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	= D_DATA_MALLOC(0x80)    :pi_dataはmallocされた領域
= D_DATA_INDEX_FREE(0x20):配列定義構造体メンバーはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	= sizeof(tdtArrayIndex)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	配列定義名へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	proc/scrctのGid
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	本定義のGid
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	配列定義構造体(tdtArrayIndex)へのポインタ
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	= D_AUX0_TYPE_ARRAY : 配列定義

= D_AUX0_TYPE_MAPPE : mapped配列定義
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	= D_AUX1_PROTECTED
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	
	

	
	
	
	
	３２
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	構造体定義

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'P'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	= DEF_ZOK_BULK
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	= D_DATA_MALLOC(0x80)    :pi_dataはmallocされた領域
= D_DATA_INDEX_FREE(0x20):構造体定義構造体メンバーはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	= sizeof(tdtDefType)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	構造体定義名
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	proc/scrctのGid
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	本定義のGid
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	構造体定義構造体(tdtDefType)へのポインタ
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	= D_AUX0_TYPE_STRUCT
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	= D_AUX1_PROTECTED
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	
	

	14
	
	
	
	３２
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	構造体

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'T'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	= DEF_ZOK_BULK
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	= D_DATA_MALLOC(0x80)    :pi_dataはmallocされた領域
= D_DATA_INDEX_FREE(0x20):構造体定義構造体メンバーはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	= sizeof(tdtDefType)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	構造体定義名．構造体名
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	proc/scrctのGid
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	本定義のGid
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	構造体定義構造体(tdtDefType)へのポインタ
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	DEF_ZOK_DATA(0x80)ビットＯＮ：データ実体が操作対象となる。
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	
	

	14
	
	
	
	３２
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	関数、CAST

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'F'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	関数名長or CAST名長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	システム関数 or CAST：=0

ユーザ関数：=先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	操作対象オブジェクト.関数：=操作対象オブジェクトのInfoParmへのポインタ
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	構造体．関数：構造体のInfoParmへのポインタ
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	関数名 or CAST名
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	=D_AULN_SET_POS_LEAF : pi_posは先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	ユーザ関数：nodeleafへのポインタ
	

	
	
	
	
	３２
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	クラス

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'C'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	クラス名長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	現在のproc
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	クラス名
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	インスタンス

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'I'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	インスタンス名長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	クラスの先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	インスタンス情報(proc)へのポインタ
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	インスタンス名(=クラス名)
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	クラスの先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	メソッド

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'M'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	メソッド名へのパス長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	メソッドの先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	インスタンス情報(proc)へのポインタ
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	メソッド名へのパス(オブジェクト名[.オブジェクト名.・・・].メソッド名)
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	=D_AULN_FIND_METHOD 0x0020 /* メソッド実行時に実引数の数に合うメソッド(関数)を実行する */
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	クラスの先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	
	
	
	
	３２
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	手続き

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'O'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=1
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	手続き名長
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	先頭ノード(leaf)へのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	手続き名
	

	10
	uchar
	pi_aux[2]
	２
	２２
	
	

	11
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	
	

	12
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	
	

	13
	
	
	
	３２
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	リスト

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'L'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	= DEF_ZOK_BULK
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	= 0x80(D_DATA_MALLOC):pi_dataはmallocされた領域
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	= 0
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	= sizeof(tdtRbCtl)
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	= 0
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	= 0
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	= 0
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	リスト管理(リングバッファ管理)構造体(tdtRbCtl)へのポインタ
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	DEF_ZOK_DATA(0x80)ビットＯＮ：データ実体が操作対象となる。
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	= 0
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	= 0
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	= NULL
	

	14
	
	
	
	３２
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtInfoParm
	
	サイズ
	３２
	用途
	Ｓ形式(アドレス指定)

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	pi_id
	１
	０
	'S'
	

	２
	uchar
	pi_attr
	１
	１
	=2:整数
	

	３
	uchar
	pi_scale
	１
	２
	=0x40:データは、pi_posに格納されている。
	

	４
	uchar
	pi_code
	１
	３
	=0
	

	５
	long
	pi_dlen
	４
	４
	データ長=4 (sizeof(long))
	

	６
	long
	pi_pos
	４
	８
	データ用tdtInfoParmへのポインタ
	

	７
	long
	pi_hlen
	４
	１２
	>0のとき、要素番号
	

	８
	long
	pi_len
	４
	１６
	<>0のとき、index[]へのポインタ
	

	９
	char *
	pi_data
	４
	２０
	データ域へのポインタ。pi_posにデータがあるときは、pi_posを指す。
	

	10
	uchar
	pi_aux[0]
	１
	２２
	=0
	

	11
	
	pi_aux[1]
	１
	２３
	データ用tdtInfoParmのpi_aux[1]
	

	12
	ushort
	pi_alen
	２
	２４
	=0
	

	13
	char *
	pi_paux;
	４
	２６
	<>0のとき、pSize[]へのポインタ
	

	14
	
	
	
	３２
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtDefType
	構造体定義
	サイズ
	２０
	用途
	構造体定義

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	int
	size
	４
	０
	メンバーデータ域の合計サイズ(バイト)(未使用)
	

	２
	char *
	data
	４
	４
	未使用
	

	３
	int
	ntype
	４
	８
	メンバー数
	

	４
	parmList  **
	vname
	４
	１２
	メンバー名構造体へのポインタ配列へのポインタ
	

	５
	tdtInfoParm **
	pType
	４
	１６
	メンバー情報構造体へのポインタ配列へのポインタ
	

	６
	
	
	
	２０
	
	

	７
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	

	11
	
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	
	

	13
	
	
	
	
	
	

	14
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	16
	
	
	
	
	
	

	17
	
	
	
	
	
	

	18
	
	
	
	
	
	

	19
	
	
	
	
	
	

	20
	
	
	
	
	
	


	テーブル名
	tdtArrayIndex
	配列定義
	サイズ
	４８
	用途
	配列定義

	No.
	属性
	項目ＩＤ
	長さ
	位置
	内容
	ＣＵＤ

	１
	char
	uAttr[0]
	１
	０
	データ属性
	

	２
	
	uAttr[1]
	１
	１
	D_ATR1_NO_MALLOC(0x08)=1:pVarIndexはmalloc()されていない。
	

	３
	
	uAttr[2]
	１
	２
	固定少数点時の少数点以下の桁数
	

	４
	
	uAttr[3]
	１
	３
	固定少数点時の桁数
	

	５
	int
	size
	４
	４
	データ・サイズ(バイト)。=0でデータ属性がCHAR,BULKのときは可変長。
	

	６
	tdtInfoParm **
	pVarIndex
	４
	８
	(1)データ属性がバリアント、または、データ長が可変長のときは、

情報構造体(tdtInfoParm)配列へのポインタ。

(2)その他のときは、データ配列へのポインタ。

HASH ARRAYのときは、NULL。
	

	７
	int
	index[0]
	４
	１２
	１次元目の数
	

	８
	
	index[1]
	４
	１６
	２次元目の数
	

	９
	
	index[2]
	４
	２０
	３次元目の数
	

	10
	
	index[3]
	４
	２４
	範囲次元を示すビット(=1)。0x01,0x02,0x04=１次元目,２次元目,３次元目
0x80=1:HASH ARRAYを示す。
	

	11
	
	index[4]
	４
	２８
	１次元目の範囲の下限
	

	12
	
	index[5]
	４
	３２
	２次元目の範囲の下限
	

	13
	
	index[6]
	４
	３６
	３次元目の範囲の下限
	

	14
	
	index[7]
	４
	４０
	未使用
	

	15
	XHASHB *
	xhp
	４
	４４
	HASH ARRAYのときのHASH構造体へのポインタ。その他のときは、NULL。
	

	
	
	
	
	４８
	
	

	
	
	
	
	
	
	


